
『自然とふれあう』

　夜高あんどん祭りが終わると季節は秋に変わります。
　祭りが始まるまでの夏の暑さもいいですが、適度に涼しく
緑の木々が赤や黄に染まっていく秋もいいものです。
　そこで今回は秋にちなんで、秋になると楽しめる自然を知
ることができる本を紹介します。
　夏に競うように咲いていた花は秋になると、次代のために
種を残します。９～１０月にかけて実や種をつける身近な植
物といえば、ヒマワリ・ツユクサ・ホウセンカなどがありま
す。この秋、普段は見ることのできない実や種を見るには絶
好の機会です。
　虫の鳴き声も秋がきたと感じるもののひとつではないで
しょうか。コオロギやスズムシ、キリギリスなど美しい音色
を響かせる虫は、秋が近くなるとよく見かけるようになりま
す。
　コオロギやスズムシなどの飼い方はそれほど難しくないの
で、虫を育ててみたいというお子さんにおすすめです。
　植物や虫など自然に関する本は図書館にたくさんあります
ので、図書館に来館されたときはぜひ手に取ってみてくださ
い。

≪一般書≫
リカーシブル　　　　　　　　　米澤　穂信
ジャイロスコープ　　　　　　　伊坂幸太郎
東京革命―わが都政の回顧録―　石原慎太郎
葬送の仕事師たち　　　　　　　井上理津子
探偵の探偵　１・２巻　　　　　松岡　圭祐
生きるということ　　　　　　　なかにし礼
歌丸極上人生　　　　　　　　　桂　　歌丸
ごんたくれ　　　　　　　　　　西條　奈加
ボーイミーツガールの極端なもの
　　　　　　　　　　　　　　　山崎ナオコーラ
頂点への道　　　　　　　　　　錦織　　圭

≪児童書≫
とうもろこしくんがね…　　　　とよたかずひこ
ねこの風つくり工場　　　　　　みずのよしえ
まっかっかトマト　　　　　　　いわさゆうこ
ねこの手かします４・５巻　　　内田　麟太郎
けんかともだち　　　　　　　　長谷川　知子
いいこねんね　　　　　　　　　長谷川　義史
ありがとさん　　　　　　　　　いもとようこ

　「年寄りの冷や水とはよく言った
ものだ。年寄りは、寒中水泳などす
べきじゃない。別に元気じゃなくて
もいいし、がんばることもない。年
寄りは、静かに暮らし、あとはテロ
をやって歴史を変えればそれでいい
んだ」怒れる老人たち、粛々と暴走
す。唯一無比の最新長編！

『オールド・テロリスト』　村上　龍

　１９４４年９月、日本軍により中
国から連れ去られた劉連仁。苛酷な
炭鉱労働から逃亡し北海道の山中で
一人、１３年間生き抜いた。奪われ
た人としての尊厳をとり戻すための
孤独な闘いの物語。

　昨年９月から図書館が新システムにかわり、イ
ンターネットで本の検索ができるようになってい
ます。検索は、沼田町教育委員会のブログのリン
ク集からどうぞ。

http://blog.canpan.info/numakyoui/

『生きる―劉連仁の物語―』森越　智子

家から図書館の本を検索しよう
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